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せられる行財政上の負担が中国政府の予想をはるかに超越している可能性を認めざるをえない。
人口減少の抑止に必要となる費用と人員の捻出にしろ，人口増加に見合ったインフラや行政サー
ビスの提供に必要となる費用と人員の捻出にしろ，財政余力に乏しい県級市が容易になしうるこ
とではない。中国政府は，県級市の行財政上の負担を軽減する措置として官民連携事業の導入を
強く求めているが，採算割れのリスクが高い事業に資金を投じる民間団体や民営企業が存在しな
い点に目を瞑っている。筆者は，官民連携事業がリーマンショック後に濫立した地方融資プラッ
トフォームの二の舞になることを危惧する。
民間資金の呼び水となる健全な政府資金の確保は，やはり何よりも重要である。中国政府は，
この点に鑑みると，試験区域を数多く認定しすぎたといわざるをえない。限定された試験区域へ
の傾斜的予算配分は，ばらまきに等しくなる均一的な予算配分に比較して，インフラの整備や運
営を担おうとする民間資金の呼び水になりやすい。中国政府は，傾斜的予算配分の対象となる試
験区域を企業家の目線で選択すべきではないだろうか。筆者は，中国政府が「転移支付」を通じ
て実際に行っている予算配分の動向を確認したい衝動を禁じえないでいる。
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